	消防計画作成チェック項目



	作成する内容
	作成チェック

	第１　目的及びその適用範囲等
	１　目的
	

	
	２　適用範囲
	

	第２　管理権原者及び防火管理者の業務と権限
	１　管理権原者
	

	
	２　防火管理者
	

	第３　消防機関との連絡等
	１　消防機関へ報告、連絡する事項
	

	
	２　防火管理維持台帳の作成、整備及び保管
	

	第４　火災予防上の点検・検査
	１　日常の火災予防
	

	
	２　自主的に行う検査・点検
	

	
	３　防火対象物及び消防用設備等・特殊消防用設備等の法定点検
	

	
	４　報告等
	

	
	５　その他
	

	第５　厳守事項
	１　従業員等が守るべき事項（避難施設と防火設備等の管理、火気管理、放火防止対策等）
	

	
	２　防火管理者等が守るべき事項（収容人員の管理、工事中の安全対策の樹立等）
	

	第６　自衛消防組織等
	１　組織の編成
	

	
	２　自衛消防活動
	

	
	３　自衛消防隊の活動範囲
	

	
	４　その他
	

	第７　休日、夜間の防火管理体制
	

	第８　地震対策
	１　日常の地震対策
	

	
	２　地震後の安全措置
	

	
	３　地震時の活動
	

	
	４　その他
	

	
	５　警戒宣言が発せられた場合の対応措置
	

	第９　防災教育
	１　防災教育の実施時期等
	

	
	２　自衛消防隊員等の育成
	

	
	３　防災教育の内容及び実施方法
	

	第10　訓練
	１　訓練の実施時期等
	

	
	２　訓練時の安全対策
	

	
	３　訓練の実施結果
	


	別表１
	日常の火災予防の担当者と日常の注意事項
	

	別表２
	自主検査チェック表（日常）「火気関係」
	

	別表３
	自主検査チェック表（日常）「閉鎖障害等」
	

	別表４
	自主検査チェック表（定期）
	

	別表５
	消防用設備等・特殊消防用設備等自主点検チェック表
	

	別表６
	消防用設備等・特殊消防用設備等点検計画表
	

	別表７
	自衛消防隊の編成と任務
	

	別記１
	訓練の実施要領
	

	別記２
	緊急連絡一覧表
	

	別図１
	避難経路図
	

	

	（備考）１　作成チェックは、消防計画の作成者が、自己の事業所の消防計画の作成にあたり、必要項目を確認し、作成したものについて「レ」印でチェックしてください。

　　　　２　事業所の実態に合わせて作成した別表・別記・別図については、別表等の空欄に記入してください。


★番号内を選択して記入すること。
★また、選択肢がない場合は空欄にすること。

番号

①　施設名、建物名、ビル名及び店舗名
2 基礎部、外壁、内装、天井、屋外階段　（建物の主要構造部や内装など）
3 防火戸、防火シャッター、防炎たれ壁　（火災の拡大を防ぐための施設）
4 階段、避難口　　（避難のために必要な施設）
5 変電設備、分電盤、ネオン管灯設備（電気を使用する設備全般を記入）

6 少量危険物貯蔵取扱、地下タンク貯蔵所、屋外タンク貯蔵所など

7 給湯設備、ガスコンロ、ボイラー設備、ガス設備など

8 消火器、屋内消火栓設備、スプリンクラー設備、自動火災報知設備

火災通報装置、非常放送設備、避難器具、誘導灯、その他の消防用設備

9 全従業員、全職員など
10 消防用設備の点検業者名※２で記入の必要がなければ、記入をしなくてよい。

11 消防用設備の点検業者名

12 廊下、階段、通路、避難口、避難経路

13 各階の出入口付近、各階段の付近、従業員休憩室、旅館・ホテル等は宿泊室

14 従業員又は職員休憩所、従業員又は職員更衣室、事務室、

15 消火器、屋内消火栓設備

16 口頭、放送設備、メガホン、警笛

17 近くの屋外駐車場・公園・広場・空地

18 警備会社等

19 氏名（施設、設備等を維持管理することができる者を記入）

20 事務所、倉庫など保管場所

 eq \o\ac(○,21)　来館者、お客、宿泊者、観客、生徒、児童

 eq \o\ac(○,22)　由布市内避難場所一覧から選択し記入すること。

 eq \o\ac(○,23)　原則として、営業の中止や休校などし、来館者、お客、宿泊者、観客、生徒、児童などが混乱しないようにする。

※印番号内に当てはまる防火対象物又は、施設は選択し記入すること。

　該当がなければ記入の必要なし。

※１　消防用設備等・特殊消防用設備等点検結果を報告する時期を記入する。
　　①集会場、公民館、葬儀場、パチンコ店、飲食店、店舗、ホテル、旅館、病院、診療所、老人ホーム、社会福祉施設、グループホーム、デイサービスセンター、保育園、幼稚園、養護学校、及びこれらの施設が入っている雑居ビル、などの特定防火対象物は１年に１回の報告
　　　

　　②小学校、中学校、高等学校、専門学校、大学、工場、事業所、事務所

　　　などの非特定防火対象物は３年に１回の報告

　★これは、あくまでも報告の時期で、消防用設備等・特殊消防用設備等の法定点検は、別表６による。

· ２　

下記の表内で点検報告義務が（有）の場合は、１年に１回報告義務があります。

下記の表内で点検報告義務が（無）の場合は、記入の必要はありません。また、第２章の第５条の３の（１）の記入も必要がありません。

	防火対象物全体の収容人員
	内　　　容
	点検報告義務の有無

	３０人未満
	無条件
	無

	３０人以上

３００人未満
	特定用途が３階以上の階又は地階に存するもの。
	有

	
	階段が１つのもの（屋内）
	有

	
	階段が１つのもの（屋外に設けられた階段等）
	無

	３００人以上
	無条件
	有


· ３避難の障害となるものは、ダンボール箱、いす、テーブル、事務機器

　　　自動販売機等
※４　・客席内における観客等の喫煙制止について万全を図る。（劇場、集会場、拠点公民館、葬儀場、大規模店舗、）

　　　・厨房内は常に整理整頓し、グリスフィルターなどは定期的に清掃する。また、調理担当者は、火気使用中は絶対に持ち場を離れない。

（飲食店、ホテル、旅館、など厨房機器のある施設）

※５　・ステージや舞台などで危険物品や火薬類（クラッカー、花火、煙）又は火気を使用し、ショーや演技を行うとき（特定防火対象物）

・カーテン、暗幕、ジュ－タン等を設置し又は交換しようとするとき。

　（特定防火対象物）

・展示品、装備品等の配置替え、模様替え又は、通路を変更するとき。

　　　　（特定防火対象物）

※６　・従業員や警備員による巡回は、定期的又は必要に応じて行う。

　　　・裏口から出入りする者のチェックを行う。（店舗、病院等）

　　　・始業時に従業員等に対して、放火防止の教育を行う。

· ７　・客席内の避難通路に観客等を収容しない。（劇場等）

　　　・収容能力を把握し、過剰な人員が入店しないように従業員に徹底する。

　　　　（飲食店等）

　　　・催事やバーゲンセール会場などの開催に伴い、混雑が予想されるときは、入場規制を行うとともに、避難通路の確保、避難誘導員の配置など必要な措置をとる。（販売店舗）

　　　・各階の宿泊室及び宴会場の使用状況等を把握し、従業員に徹底する。

　　　　（ホテル・旅館等）

　　　・

※８　防火戸、防火シャッター等が設置されている場合に記入する。

※９　・条例等の基準に従い、客室及び避難通路を管理する。（集会場、飲食店）

　　　・催物開催時（集会場、劇場、ホテル、催場）

　　　・防火管理者は、催物を行う物に対し、火災予防上必要な指示をし防火管理者に報告させる。

　　　ア　催物主催者側の責任者

　　　イ　催物内容、催物規模等の概要

　　　ウ　火気等を使用する場合の火気取扱い責任者

　　　エ　喫煙管理及び火気管理の徹底

　　　オ　火災など災害時における観客等の避難誘導体対策

　　　・非常の際は速やかに特殊照明及び音響を停止するとともに、避難上有効な明るさを確保する。（パチンコ店、カラオケ店）

　　　・防火管理者は、定期的に施設内にあるカーテン、ジュ－タンなどが防炎物品であるかを確認する。（特定防火対象物）
※１０　・放送文は別記２を、放送設備、自動火災報知設備の受信機、電話機の付近に常備する。

　　　・自動火災報知設備の受信機に火災表示を認めたときは、１名以上を事務室等に残し、他の者は消火器、マスターキー、携帯電話等を持って現場に急行する。

　　　・現場に急行した者は、事務室等に状況を連絡する。

　　　・現場から事務室等に火災である旨の連絡があった場合は、直ちに消防機関へ通報する。

※１１　・エレベーターによる避難は禁止する。

※１２　・ボイラー担当者は、ボイラーの使用停止及び燃料バルブ等の操作と確認を行う。

※１３　・管理権原者は、建物を使用再開又は復旧使用するときは、次の措置を講ずるものとする。

　　　ア　工事人に対する教育の徹底

　　　イ　立入禁止区域の指定と従業員に対する周知徹底

　　　ウ　避難経路の明確化

　　　・管理権原者は、復旧活動時において火災の発生、災害予防等を防止するために次の対策を講じる。

　　　ア　建物が無人となる場合は、ガスの元栓及び電気のブレーカーを遮断する等の処置を行い、再供給時のガス漏れ及び通電による出火防止を図る。

　　　イ　再開時には、火気使用器具の破損状況を検査し、安全であることを確認した後使用を再開する。
別表記入要領
★用途等に合わせ選択し、記入すること。

別表１　日常の火災予防の担当者と日常の注意事項

※１　担当区域は次のとおり

・階別、棟別、区域など

※２　用途別の従業員等の留意事項

　

（1） 集会場・公民館・葬儀場等

1． 　場内で喫煙している来場者を発見した場合は、直ちに制止させること。

2． 　来場者には、喫煙場所以外では、喫煙させない。

3． 　シンナーや塗料など火災予防上危険な物品は、持ち込ませないこと。

（2） パチンコ店・カラオケ店

1． 　お客の入替えごとに吸殻、ごみ屑の処理を行う。

2． 　シンナーや塗料など火災予防上危険な物品は、持ち込ませないこと。

3． 　厨房は、常に整理整頓し、グリスフィルターは定期的に清掃すること。

4． 　揚げ物等の調理を行っている場合は、調理担当者は絶対に持ち場を離れな　

いこと。

（3） 飲食店

1． 　お客が吸ったたばこは、完全に消して、指定の場所に捨てること。

2． 　シンナーや塗料など火災予防上危険な物品は、持ち込ませないこと。

3． 　厨房は、常に整理整頓し、グリスフィルターは定期的に清掃すること。

4． 　揚げ物等の調理を行っている場合は、調理担当者は絶対に持ち場を離れな　　

いこと。

（4） 販売店舗

1． 　シンナーや塗料など火災予防上危険な物品は、持ち込ませないこと。

2． 　色別された避難通路上へのはみ出し陳列（ワゴン、平台、ハンガーなど）　

は、行わないこと。

3． 　裸火の使用又は危険物品を持ち込むことは、防火管理者の承認を得ること。

4． 　店内で、喫煙しているお客を発見した場合は、直ちに制止させること。
（5） ホテル・旅館等

1． チェックインした宿泊客には、必ず避難経路図の貼付位置と非常口の位置

を教える。

2． チェックアウトした室内の火の元を確認し、宿泊客が吸ったたばこは、完　

全に消して指定の場所に捨てること。

3． シンナーや塗料など火災予防上危険な物品は、持ち込ませないこと。

4． 厨房は、常に整理整頓し、グリスフィルターは定期的に清掃すること。

5． 揚げ物等の調理を行っている場合は、調理担当者は絶対に持ち場を離れな

いこと。

（6） 病院・老人ホーム・グループホーム・社会福祉施設・ディサービスセンター

1． 　入院患者や入居者及び通所者等には、喫煙場所以外では、喫煙をさせない　

こと。

2． 　厨房は、常に整理整頓し、グリスフィルターは定期的に清掃すること。

3． 　揚げ物等の調理を行っている場合は、調理担当者は絶対に持ち場を離れな

いこと。

4． 　避難通路上へ避難上障害となる物品を置かない。

5． 　煮沸消毒器などは、可燃物との接触、空焚き、消し忘れに注意する。

6． 　施設内で火気設備器具を使用する場合は、職員による作業中の巡視、作業　

終了後の火気点検を実施すること。

　（７）幼稚園、保育園、小学校、中学校、高等学校、大学など

　　　　ア．　担任以外の先生の指示にも従って行動できるよう教育しておく。

（幼稚園、保育園、小学校）

イ．　厨房は、常に整理整頓し、グリスフィルターは定期的に清掃すること。

ウ．　揚げ物等の調理を行っている場合は、調理担当者は絶対に持ち場を離れな

いこと。

別表２　　自主検査チェック表（日常）「火気関係」

　　　　★別表１の担当区域ごとに１枚必要

　※１　　全体・階ごとに指定する。

　※２　　実施項目　下記に該当は記入
１ガス器具のホース老化・損傷

　　　　　２電気器具の配線老化・損傷

　　　　　３火気設備器具の設置・使用状況

　　　　　４タバコの吸殻の処理

　　　　　５倉庫、体育館などの施錠の確認

　　　　　６終業時の火気の管理

　　　　　７周囲の可燃物の有無等

　

別表３　　自主検査チェック表（日常）「閉鎖障害等」

※１　　階ごとに指定する。

※２　　日時を記入する。

※３　　避難口毎に記入する。

※４　　廊下や通路毎に記入する。

※５　　階段毎に記入する。

※６　　防火戸・防火シャッター毎に記入する。

※７　　消火栓毎に記入する。

※８　　自動火災報知設備の受信機、発信機、感知器等を記入する。

※９　　消火器設置場所を記入する。

　　次のことについて点検をすること。

1 避難の障害となる物品がないか。（ダンボール箱、いす、テーブル、事務機器、自販機など）

2 防火戸や防火シャッターなどが完全に閉まることができるか。（ストッパー、物品）設置されている場合だけ記入する。
3 消防用設備が操作できるか。（前面にダンボール箱、いす、テーブル、事務機器、自販機など）
4 避難口は２方向避難が原則（西側出入口、東側出入口、東側出入口、南側出入口）
5 避難口に至廊下や通路を記入する。
6 階段も２方向避難が原則（西側出入口、東側出入口、東側出入口、南側出入口）
7 設置している場所を記入する。
8 屋内消火栓設備の消火栓箱が設置されている場所を記入する。
9 自動火災報知設備（受信機の電源スイッチの状況、発信機前の状況、）
10 消火器を設置している場所で、消火器の前に物品がないか、消火器が視認できるか。

別表４及び別表５は該当場所に記入すること。

別表６　

　　※１　消防用設備が設置されいる設備を記入すること。

※２　現に点検を行っている場合は、その機器点検及び総合点検月を記入

　　

★消火器・屋内消火栓設備・スプリンクラー設備・自動火災報知設備・火災通報装

漏電火災警報器・非常放送設備・非常警報設備・避難器具（救助袋、緩降機、滑り

台、避難はしご）・誘導灯・誘導標識・連結送水管・連結散水設備等

	由布市内避難場所一覧
【挾間地域】
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	番号

施設名

所在地

収容対象地区

収容人数

連絡先

1

石城小学校

由布市挾間町来鉢３１－１

特に定めなし

400

097-583-0772 

2

石城西部小学校

由布市挾間町田代３８８

〃

50

097-583-3454 

3

由布川小学校

由布市挾間町古野２１１－１

〃

300

097-583-0751 

4

朴木小学校

由布市挾間町朴木７２９－１

〃

50

097-583-3181 

5

挾間小学校

由布市挾間町向原８９

〃

450

097-583-0029 

6

谷小学校

由布市挾間町谷６９９

〃

400

097-583-0079 

7

挾間中学校

由布市挾間町向原４４０

〃

450

097-583-0017 

8

挾間体育センター

由布市挾間町向原１７－２

〃

550

097-583-2881 

9

はさま未来館

由布市挾間町挾間１０４－１

〃

100

097-583-1118 

10

挾間老人福祉センター

由布市挾間町向原１６

〃

50

097-583-4344 

11

大分県消防学校

由布市挾間町向原７６９

〃

500

097-583-1199 
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	【庄内地域】



	[image: image3.png]




	番号

施設名

所在地

収容対象地区

収容人数

連絡先

1

阿南小学校

由布市庄内町東長宝５２３

櫟木、東・西長宝 

500

097-582-0209 

2

庄内養護学校

由布市庄内町西長宝１７９６

西長宝 

300

097-582-0326 

3

庄内公民館

由布市庄内町西長宝４２０

西長宝・畑田 

400

097-582-0214 

4

大津留小学校

由布市庄内町東大津留６３５

大津留 

400

097-582-0379 

5

東庄内小学校

由布市庄内町大龍１８３５

大龍・五ヶ瀬 

500

097-582-0241 

6

庄内体育センター

由布市庄内町大龍２１３１

大龍・龍原 

500

097-582-0214
（庄内公民館） 

7

由布高等学校

由布市庄内町大龍２６７４－１

大龍・龍原 

600

097-582-0244 

8

庄内屋内競技場

由布市庄内町大龍１３１４

大龍 

1,000

097-582-0214
（庄内公民館） 

9

龍原自治公民館

由布市庄内町龍原

龍原 

50

10

庄内中学校

由布市庄内町柿原４９

畑田・柿原

600

097-582-0014 

11

庄内ゆうゆう館

由布市庄内町畑田８５１

畑田・長野・高岡 

200

097-582-0214 
（庄内公民館） 

12

西庄内小学校

由布市庄内町高岡４１７－１

高岡・中・
庄内原・平石

500

097-582-0017

13

星南小学校

由布市庄内町西１０６１

平石・西・渕 

300

097-582-0862 

14

庄内庁舎

由布市柿原３０２

柿原 

50

097-582-1111 

15

南庄内小学校

由布市庄内町野畑１０４１

野畑・渕 

300

097-582-0169 

16

直山公民館

由布市庄内町直野内山

直野内山

50

17

阿蘇野小学校

由布市庄内町阿蘇野４３３１

阿蘇野

400

097-585-1421 

18

庄内総合運動公園

由布市庄内町大龍１４００

大龍

－

097-582-0214 
（庄内公民館）
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	【湯布院地域】
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	番号

施設名

所在地

収容対象地区

収容人数

連絡先

1

塚原小学校体育館

由布市湯布院町塚原513

塚原 

150

0977-85-4141 

2

温湯区公民館

由布市湯布院町川上1525-1

津江、岳本、
中島、湯の坪 

75

0977-84-3908 

3

佐土原公民館

由布市湯布院町川上854-3

佐土原 

50

4

並柳公民館

由布市湯布院町川上642

並柳 

90

0977-85-4363 

5

若杉公民館

由布市湯布院町川上139-13

若杉 

80

6

由布院小学校

由布市湯布院町川上3757-1

乙丸区

500

0977-84-2031 

7

湯布院
健康温泉館

由布市湯布院町川上2863

乙丸区

200

0977-84-4881 

8

由布市湯布院公民館

由布市湯布院町川上3757-1

乙丸区 

1,000

0977-84-2604 

9

湯布院
コミュニティーセンター

由布市湯布院町川上3738-1

乙丸区 

500

0977-84-3111 

10

荒木公民館

由布市湯布院町川北241-1

荒木 

65

0977-84-2056 

11

湯布院B&G
海洋センター 

由布市湯布院町川北1111-2

石武、光永

500

0977-84-2133 

12

石光農民研修センター 

由布市湯布院町川北1243

石武、光永 

50

13

湯布院中学校 

由布市湯布院町川北1111-2

石武、光永 

500

0977-84-2026 

14

東石松３集会所 

由布市湯布院町川南23-2

東石松３ 

65

0977-85-4587 

15

西石松公民館 

由布市湯布院町川南387-1

西石松 

50

0977-85-2865 

16

山崎公民館 

由布市湯布院町川南1162-7

山崎、平

50

0977-85-3815 

17

中依集会所 

由布市湯布院町中川330

中依 

65

0977-84-4108 

18

下依集会所 

由布市湯布院町中川1050-2

下依 

60

0977-85-3868 

19

奥江農民研修センター 

由布市湯布院町川西1981

奥江 

90

20

川西小学校 

由布市湯布院町川西3716

川西区 

300

0977-84-2329 

21

川西農村交流センター 

由布市湯布院町川西1358-1

川西区 

300

0977-84-5022 

22

幸野公民館 

由布市湯布院町下湯平2500-1

幸野、小平

50

23

湯平地区公民館 

由布市湯布院町湯平897-4

湯平

250

0977-86-2232 

24

湯平小学校 

由布市湯布院町湯平897-4

湯平

300

0977-86-2304 

25

湯平農民研修センター 

由布市湯布院町湯平1033

湯平

50




